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ハナビラダカラ（Monetaria annulus）は、一般にタカラガイとして知られ、タカラガイ科

の中で最も普遍的な種である。インド太平洋の熱帯から温帯の広い範囲に分布しているが、

工芸品等によく利用されており、生態学的にも経済的にも重要とされる。しかし、乱獲やハ

ビタットの劣化によって数が減少しており、科学的知見に基づいた資源管理が持続的資源利

用には不可欠である。そこで本研究では、温帯から熱帯において、ハナビラダカラのハビタ

ット多様性、繁殖生態、個体群特性などを調査した。 

第 2 章では、温帯域から熱帯域までの本種のハビタット特性を記述し、比較した。温帯や

亜熱帯域では、平坦なあるいは凹凸の激しく波あたりの強い岩礁の海岸を中心に調査したと

ころ、転石を伴う凹凸の激しい岩礁やサンゴ類の破片が見られるような海岸に本種が分布し

ていた。熱帯域では、砂泥底がサンゴ類の破片や海草で覆われた海岸を主に利用していた。

第 3 章では、温帯における本種の繁殖期を、組織学的研究によって明らかにすることを目

的とし、同時に、雌雄比や雌雄のサイズ比についても調査した。その結果、生殖組織の発達

段階は 3 段階に分けられ、成熟した卵と精子を持つ第 2 段階の個体は、1 年の半分以上期間

で見られた。ただし、その割合には季節変化があり、年による違いも見られるが、概ね年に

2 回のピークが見られた。温帯地域では、本種個体群は年に 2 回（春及び晩夏から冬）の繁

殖期を持つと考えられる。サンプル中の雌の個体数は雄より多かったが、雌雄比に統計学的

に有意な偏りは見られなかった。雌雄のサイズを比較したところ、重なりはあるものの、雌

の方が平均的に雄より有意に大きかった。 

第 4 章では、本種の個体群特性（密度、未成熟個体の割合、雌雄比、雌雄のサイズ差）を

温帯から熱帯の複数の個体群間で比較した。本種の密度は亜熱帯で最も高く、次いで熱帯で

高かったが、同じ地域内でも海岸間で大きな違いが見られた。フィリピンのノガス島を除く

いずれの調査海岸でも、未成熟個体の割合が極めて低く、潮間帯でみられる本種個体群の大

部分を成熟個体が占めていた。いくつかの海岸では、雄より雌の方が大きいという性的二形

が見られた。 

以上の結果を踏まえ、本種がよく利用される熱帯域で資源を管理する有効な方法として、

保護区の設定を提案した。保護区は特に、未成熟個体の生息環境に着目して設定する必要が

あると思われる。また、工芸品への利用という点から大型個体への漁獲圧が特に強くなる傾

向があるが、サイズの雌雄差が多くの個体群に共通の特徴であるとしたら、雌雄比の雄への

偏りをおさえるため、漁獲サイズの制限についても検討する必要がある。 

 


